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(57)【要約】
【課題】電源電線を伝わる結露水が接続端子内に浸入す
ることを防ぐことができる天井埋込形換気扇を提供する
ことを目的とする。
【解決手段】接続開口１３の上方と両側面をひさし１４
にて覆い、ひさし１４の底部は接続開口１３の挿入穴に
対し十分低い位置に配設し、接続端子１２の挿入穴１５
を正面視したとき、挿入穴１５の下方に近接する位置に
水切り板１７を設け、水切り板１７は接続端子１２から
その対向側に向かって下り勾配を設けて配設した構成に
したことにより電源電線を伝わる水滴が水切り板に接触
し、水滴が大きくなって、水切り板１７の勾配を伝わり
下方のフレーム天面に流れ落ちることとなるので、結露
水が電源端子内に浸入することを防ぐことができるとい
う効果を奏する天井埋込形換気扇を得られる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
部屋の天井裏に埋め込んで取り付けられ、下面に天井板の開口部に対応する吸込口を有し
、側面に吐出口を有するフレームと、前記フレーム内部に設けられ、前記フレームの天面
に固定されたモーターと駆動されるファンおよび前記ファンを包囲するケーシングと前記
フレームの下面開口部を前記部屋側から覆って着脱自在に装着される化粧パネルと、前記
フレームの天面に装着され、前記モーターを駆動制御する制御回路を収納した回路ケース
とを備え、前記回路ケースの側面に前記制御回路と電源電線を接続する接続端子の接続開
口を設け、前記接続開口の上方と両側面をひさしにて覆い、前記ひさしの底部は前記接続
開口の挿入穴に対し十分低い位置に配設し、前記ひさしの端面から前記フレーム天面と平
行に前記ひさしと同方向に、前記接続端子の挿入穴を正面視したとき、前記挿入穴の下方
に近接する位置に水切り板を設け、前記水切り板は前記接続端子側からその対向側に向か
って下り勾配を設けて配設したことを特徴とした天井埋込形換気扇。
【請求項２】
上方と両側面のひさしに覆われている空間において水切り板の高さから上方のひさし向か
って壁を配設し、前記壁は接続端子の挿入穴と挿入穴の間の位置に挿入穴側を狭く対向側
を広くなるように勾配付けて配設したことを特徴とする請求項１記載の天井埋込形換気扇
。
【請求項３】
電源端子下方の回路ケースに水抜き穴を形成し、前記水抜き穴出口から回路ケース内部に
向かって、登り勾配となるようにリブを形成したことを特徴とする請求項１または２に記
載の天井埋込形換気扇。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は天井に取り付けられ、電源電線を直接本体に直接接続する換気扇に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の天井埋込形換気扇は、屋根裏からの滴下水に対して、接続端子を保護す
るため接続端子を壁で覆い、奥まった箇所に接続端子の挿入口を配設したものが多く知ら
れている。（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　以下、その天井埋込形換気扇について、図７～図９を参照しながら説明する。
【０００４】
　図７に示すように、下面に天井板の開口部に対応する吸込口１０１を有し、側面に吐出
口１０２を有するフレーム１０３と、フレーム１０３内部に設けられ、フレーム１０３の
天面に固定されたモーター１０４と駆動されるファン１０５およびファン１０５を包囲す
るケーシング１０６と、フレーム１０３の下面開口部を前記部屋側から覆って着脱自在に
装着される化粧パネル１０７と、フレーム１０３の天面に装着され、モーター１０４を駆
動制御する制御回路１０８を収納した回路ケース１０９とを備え、回路ケース１０９の側
面に制御回路１０８と電源電線を接続する接続端子１１０を設け、接続端子１１０上部を
ひさし１１１にて覆い奥まった箇所に接続端子１１０の挿入口１１２を配設する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１６４２０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　このような従来の天井埋込形換気扇は図９に示すように電源電線１１３から伝わった結
露水１１５がひさしの底部１１４に付着し残ってしまい、水が接続端子１１０に浸入して
しまう恐れがあるという課題を有していた。
【０００７】
　そこで本発明は、上記従来の課題を解決するものであり、電源電線から伝わった結露水
が接続端子内に浸入することを防ぐことができる天井埋込形換気扇を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的を達成するために、本発明は、部屋の天井裏に埋め込んで取り付けられ、下面
に天井板の開口部に対応する吸込口を有し、側面に吐出口を有するフレームと、前記フレ
ーム内部に設けられ、前記フレームの天面に固定されたモーターと駆動されるファンおよ
び前記ファンを包囲するケーシングと前記フレームの下面開口部を前記部屋側から覆って
着脱自在に装着される化粧パネルと、前記フレームの天面に装着され、前記モーターを駆
動制御する制御回路を収納した回路ケースとを備え、前記回路ケースの側面に前記制御回
路と電源電線を接続する接続端子の接続開口を設け、前記接続開口の上方と両側面をひさ
しにて覆い、前記ひさしの底部は前記接続端子の挿入穴に対し十分低い位置に配設し、前
記ひさしの端面から前記フレーム天面と平行に前記ひさしと同方向に、前記接続端子の挿
入穴を正面視したとき、前記挿入穴の下方に近接する位置に水切り板を設け、前記水切り
板は前記接続端子側からその対向側に向かって下り勾配を設けて配設としたものであり、
これにより所期の目的を達成するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、部屋の天井裏に埋め込んで取り付けられ、下面に天井板の開口部に対
応する吸込口を有し、側面に吐出口を有するフレームと、前記フレーム内部に設けられ、
前記フレームの天面に固定されたモーターと駆動されるファンおよび前記ファンを包囲す
るケーシングと前記フレームの下面開口部を前記部屋側から覆って着脱自在に装着される
化粧パネルと、前記フレームの天面に装着され、前記モーターを駆動制御する制御回路を
収納した回路ケースとを備え、前記回路ケースの側面に前記制御回路と電源電線を接続す
る接続端子の接続開口を設け、前記接続開口の上方と両側面をひさしにて覆い、前記ひさ
しの底部は前記接続開口の挿入穴に対し十分低い位置に配設し、前記ひさしの端面から前
記フレーム天面と平行に前記ひさしと同方向に、前記接続端子の挿入穴を正面視したとき
、前記挿入穴の下方に近接する位置に水切り板を設け、前記水切り板は前記接続端子側か
らその対向側に向かって下り勾配を設けて配設とした構成にしたことにより、電源電線を
伝わる水滴が水切り板に接触し、水滴が大きくなって、水切り板の勾配を伝わり下方のフ
レーム天面に流れ落ちることとなるので、結露水が電源端子内に浸入することを防ぐこと
ができるという効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１の天井埋込形換気扇の構成を示す分解斜視図
【図２】同天井埋込形換気扇の接続端子の挿入穴を正面視した図
【図３】同天井埋込形換気扇の断面を表した図
【図４】同天井埋込形換気扇の電源電線を伝わった水の流れを表した図
【図５】同天井埋込形換気扇の回路ケースを下方から見た図
【図６】同天井埋込形換気扇の回路ケースの水抜き穴を付近を表した図
【図７】従来の天井埋込形換気扇の構成を表す分解斜視図
【図８】同天井埋込形換気扇の斜視図
【図９】同天井埋込形換気扇の図８のＡ断面の回路ケース部分を表わす断面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　本発明の請求項１記載の天井埋込形換気扇は、部屋の天井裏に埋め込んで取り付けられ
、下面に天井板の開口部に対応する吸込口を有し、側面に吐出口を有するフレームと、前
記フレーム内部に設けられ、前記フレームの天面に固定されたモーターと駆動されるファ
ンおよび前記ファンを包囲するケーシングと前記フレームの下面開口部を前記部屋側から
覆って着脱自在に装着される化粧パネルと、前記フレームの天面に装着され、前記モータ
ーを駆動制御する制御回路を収納した回路ケースとを備え、前記回路ケースの側面に前記
制御回路と電源電線を接続する接続端子の接続開口を設け、前記接続開口の上方と両側面
をひさしにて覆い、前記ひさしの底部は前記接続端子の挿入穴に対し十分低い位置に配設
し、前記ひさしの端面から前記フレーム天面と平行に前記ひさしと同方向に、前記接続端
子の挿入穴を正面視したとき、前記挿入穴の下方に近接する位置に水切り板を設け、前記
水切り板は前記接続端子側からその対向側に向かって下り勾配を設けて配設としたという
構成を有する。これにより、電源電線を伝わる水滴が水切り板に接触し、水滴が大きくな
って、水切り板の勾配を伝わり下方のフレーム天面に流れ落ちることとなるので、結露水
が電源端子内に浸入することを防ぐことができるという効果を奏する。
【００１２】
　また上方と両側面のひさしに覆われている空間において水切り板の高さから上方のひさ
し向かって壁を配設し、前記壁は接続端子の挿入穴と挿入穴の間の位置に挿入穴側を狭く
対向側を広くなるように勾配付けて配設したという構成にしてもよい。これにより、電源
電線が壁に当たりながら挿入されることで、電源電線が挿入穴にガイドされることとなる
ので電源接続が容易になるという効果を奏する。
【００１３】
　また、電源端子下方の回路ケースに水抜き穴を形成し、前記水抜き穴出口から回路ケー
ス内部に向かって、登り勾配となるようにリブを形成したという構成にしてもよい。これ
により、回路ケース内部に発生した結露水は、一定水量になればリブを下って、回路ケー
ス外部へと排水されていく、また水切り板から滴下した水は回路ケースに浸入しにくくな
るとなるので、回路ケース内の基板に水が付着することを防ぐことができるという効果を
奏する。
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１５】
　（実施の形態１）
　図１示すように、部屋の天井裏（図示無し）に埋め込んで取り付けられ、下面に天井板
の開口部に対応する吸込口１を有し、側面に吐出口２を有するフレーム３と、フレーム３
内部に設けられ、フレーム３の天面４に２本のネジによって固定された直流を入力とする
モーター５と駆動されるシロッコ形のファン６およびファン６を包囲するケーシング７と
フレーム３の吸込口１を部屋側から覆って取付けバネ２１によって着脱自在に装着される
化粧パネル８と、天面４に装着され、モーター５に印加する電圧を調整して、モーター５
の回転数を駆動制御する制御回路９を収納した回路ケース１０とを備えた天井埋込形換気
扇において、図２、図３に示すように回路ケース１０の側面に制御回路９と電源電線１１
を接続する接続端子１２と接続開口１３を設け、Ｕ字形状の接続開口１３の上方と両側面
をひさし１４にて覆い、ひさし１４の底部を天面４がかねており接続端子１２の挿入穴１
５に対し低い位置に配設されており、ひさし１４の下方には空間が存在している構成とな
っている。接続端子１２の挿入穴１５は４つ設けてあり、速調を変更できるようになって
いる。さらにひさし１４の端面１６から天面４と平行にひさし１４と同方向に、挿入穴１
５を正面視したとき挿入穴１５の下方に近接する位置に水切り板１７を設け、水切り板１
７は接続端子１２側の厚みを、その対向側よりも太くすることで勾配を設けている。
【００１６】
　図４に示すように天井裏で発生した結露水２２が電源電線１１を伝わってきたとき、結
露水２２は水切り板１７に接触することで水滴が大きくなり水切り板１７の勾配を伝わっ
て天面４に滴下するもしくはひさし１４の下方空間すなわち天面４に滴下することとなる
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ることはなく接続端子１２の内部に水が浸入することを防ぐことができる。
【００１７】
　さらに図２及び図５に示すようにひさし１４の内部には水切り板の高さから、上方のひ
さし１４に向かって挿入穴１５間を仕切るように壁１８を配設しており、壁１８は接続端
子１２側をその対向側よりも太くすることで勾配を設けている。この構造によって、電源
電線１１の接続時、電源電線１１の先端が壁１８に接触することで、先端が挿入穴１５に
挿入されやすいようにガイドされ、ひさし１４を設けたことによって挿入穴１５が見えに
くくなり、電源電線１１が接続しにくくなった問題を解決することができる。
【００１８】
　また図６に示すように回路ケース１０には接続端子１２の下方の位置に水抜き穴１９を
設けてあり、水抜き穴１９の出口から回路ケース１０内部に向かって、登り勾配となるよ
うにリブ２０を形成している。この構成により、回路ケース１０内部に発生した結露水は
、一定水量になればリブ２０を下って、回路ケース１０外部へと排水されていく。また水
切り板から滴下した水は回路ケースに浸入しにくくなるのでで、回路ケース１０内の制御
回路９に水が付着することを防ぐことができる。
【産業上の利用可能性】
【００１９】
　本発明にかかる天井埋込形換気扇は、電源電線を直接接続する天井に埋め込み使用され
る空調機に幅広く有用である。
【符号の説明】
【００２０】
　１　　吸込口
　２　　吐出口
　３　　フレーム
　４　　天面
　５　　モーター
　６　　ファン
　７　　ケーシング
　８　　化粧パネル
　９　　制御回路
　１０　回路ケース
　１１　電源電線
　１２　接続端子
　１３　接続開口
　１４　ひさし
　１５　挿入穴
　１６　端面
　１７　水切り板
　１８　壁
　１９　水抜き穴
　２０　リブ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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